
Faith guard-in-Attack が７年後誕生

フッ化アパタイト被覆二酸化チタンはコロナウイルスや細菌･有害化学物質等

フェイスガード・インＡｔｔｃｋの大腸菌への抗菌機能を確認しました

光触媒効果を確認

Attack 塗布面 未塗布

植菌数 200 20 万倍写真で大量増殖の確認大腸菌はほぼ消滅

フッ化アパタイト被覆二酸化チタン

光触媒の塗膜よりの頭出しを確認
in-3

反応が高くなりました

e

バインダーは有機+無機
粒子は　µ

毬栗状に出ているアパタイトが細菌や
ウイルスを２４時間、強力に吸着します。

活性酸素が出て細菌や
ウイルスは分解され
H2OとCO2になります。

夜間や無灯下では細菌や
ウイルスはアパタイトに
吸着され、光に当たると
活性酸素に攻撃されます。

TiO2

図-1
アパタイトに吸着された細菌・ウイルスが
二酸化チタンにより分解されます。 図-２

電子は
周る

分解され
H2OとCO2に

＜夜間は細菌･ウイルスを吸着し､昼間･灯りの下では吸着と分解を行い､２４時間､細菌･ウイルスを水と二酸化炭素に＞

◆二酸化チタンとアパタイトは化学結合し、活性酸素が出てアパタイトに付着した細菌・ウイルスを水（Ｈ2O）と二酸化炭素
　（CO2）に分解・除去します。化学的に結合しないと分解出来ません。
◆紫外線が強い外部でも塗装面は活性酸素により、一部分解しますがアパタイトとバインダーは付着しています

夜間は細菌･ウイルスを吸着

2004年フッ化アパタイト被覆二酸化チタン光触媒の合成を(独)産業技術総合研究所もニュースリリースで報じました。

太陽光･蛍光灯･白熱球･ＬＥＤ全てを利用出来るAttackに

全ての灯りに反応する最強の細菌・ウイルスハンター

バインダーは有機+無機
粒子は　µ

　2004年1月

2011年3月の東日本大震災以降､省エネの普及に伴い､LEDにも対応できる光触媒が求められる時代になりました。

紫
外
線二酸化チタン＋可視光反応型二酸化チタン

アパタイトが被覆された原料が大量に含有

Faith guard-in3

原子間力顕微鏡観察でも確認

メチレンブルーの脱色試験では 2種類のアパタイト

STEP-２光触媒塗装

抗菌環境作り
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被覆 TiO2 の含有で分解能の向上を確認しました

有機物を２４時間吸着して､全ての灯りで分解し､最終的に水と二酸化炭素に。

大腸菌の抗菌結果についての顕微鏡写真観察

【綿に菌を培養させた状態の写真２０倍写真】 【培養させた菌が増殖した状態の写真２０万倍写真】  

【フェイスガード塗布の２０倍試験写真】 【フェイスガード未塗布２０倍の試験写真】
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試験報告書 菌数logＣ１.３画像です。
菌は殆ど観察されません

２０万倍写真での
菌の状態です。
菌が大量に増殖を
しています

（財）日本紡績検査協会で抗菌試験を行いました。

菌が大量に増殖しています

logＢ-logＣ
7.6-1.3＝6.3

未塗布

フェイスガード・インは大腸菌・黄色ブドウ球菌・MRSAの抗菌試験を行い、静菌活性値5.8～6.3を確認しました。

Attack 原料

アタックの分解能向上をメチレンブルー液の変化で確認（室内）

日昼・照明下は細菌･ウイルスを吸着・分解

■■吸着力をもつフッ化アパタイト被覆二酸化チタンの合成は難しく､合成できる企業は国内では現在まで当社のみです■■

7.1-1.3＝5.8
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可視光反応型 TiO2

Faith guard-in-Attack
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細菌・ウイルスは
水と二酸化炭素に

活性酸素がウイル
ス・細菌を分解

活性酸素が光触媒
TiO2 から出る

アパタイトが細菌
・ウイルスを吸着

１分で 5ｍ移動する空気中の細菌・ウイルスを壁のアパタイトが吸着。

Attack 原料


